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，食 関 幼少 好 嫌い 激 成長後 克服 い い子供 存在
，近年 幼児 食を 発育・発達 重要 時期 あ 栄養素摂取 偏 小児期 肥満 増加 問題 多様化 深
刻化 生涯 わ 健康 影響 懸念 い

幼児期 偏食 生涯 わ 健康 悪影響を与え い う 幼児 偏食を改善 幼児食そ を工夫
偏食を改善 方法を考え

EX)・様々 食感 食事を食 せ
→食感 工夫

・緑黄色野菜を 幼児 食 や 適切 味付 提供
先行研究を調査 比較検討を行い 課題解決 方向性を模索 →味付 工夫

幼児期を迎え 精神発達 伴 自己主張 う 好 嫌いを明確 表現 う (※ )

→偏食 一般的 幼児期 時 多 認
長時間嫌い 食品を食 好 食品 を食 う 偏 を続 い 体 発達 影響を与え 可能性(※ )

→幼児期 偏 食生活 そ 後 生活習慣病 ス フ ター 関連 認 い

(※ )偏食 成立原因

<考察>

偏食 克服を妨 要因 食感 示唆
い 味 い 食感 特徴 あ (キノコ
類 ナス トマト) 克服 い可能性 高い

・自分 考察 生成 仮説 検証
→偏食を改善 時期 関 先行研究 調査や質問紙調査 インタビュー

全て克服 一部克服 食べられないまま

回答数(％) 167(49.2) 70(20.6) 102(30.0)

237(69.9) 102(30.0)
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テーマ 背景

探究 目的 研究 仮説

研究方法

調査結果

偏食 多い食品 原因 幼児期 偏食 変化

結論
以上 調査 仮説 異 幼児期 嫌い 食品 多 偏食 繋 成長 過
程 偏食を克服 スキ を獲得 出来 偏食 克服 生活習慣病 減
少 繋 期待 そ
効果的 栄養教育プロ ム 必要 あ いう仮説 新 生成

EX)・幼児自身 野菜を育
➡野菜 成長過程を観察 野菜を育 達成感 大変 を知
・食事を作 手伝いを せ
➡自分自身 食事を作 親 毎日食事を作 あ 実感
・給食 献立を自分 考え
➡ う 食材 う 栄養素を持 い 考え 機会

今後 課題
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嫌い 食品 傾向 幼児期 大学生期 至 ま
大 変化 い

(※ )嫌い 食品(上位 項目) 変化

・幼児期 嫌い 食品を 全 食 う 回答 大学生 全体
割を占
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期 至 ま 食 う い

↑(※ )嫌い 食品 克服状況(幼児期→大学生期)

(※ )魚介類を好 時期→
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